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タイムデータクロック 

このたびは、セイコー製品をお買い上げいただき、まことにありがとう  

ございました。 

ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください｡ 

なお、お読みになった後はいつでもご覧いただけますよう､大切に保管して

ください。 
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－ご注意－ 
  (１)  本書の内容の一部または全部を無断転載することは、禁止されております。 

  (２)  本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。 

  (３)  本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づき 

        の点がありましたらご連絡ください。 

  (４)  本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、または当社 

        および当社指定のサービス部門以外の第三者により修理・変更されたことに起因して生じた損害に 

        つきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

 

 

－本書で使用の記号について－ 
        本書に使用される表示の意味は次の通りです。 
 

  危険
誤った取り扱いをしたとき、死亡または重傷を負う危険が切 

迫して生じることが想定される内容を示します。 

 

  警告
誤った取り扱いをしたとき、死亡または重傷を負う可能性が 

想定される内容を示します。 

 

  注意
誤った取り扱いをしたとき、傷害を負う可能性が想定される 

内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します｡ 

 

 

      次の絵表示は、禁止事項を示します。 

 

                                                 

            一般的な禁止                  分解禁止                水場での使用禁止 

 

      次の絵表示は、必ず実行していただく事項を示します。 

 

                               

            一般的な指示               アース線の接続 
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１．安全のために必ずお守りください 
製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぐために、 

守っていただきたい注意事項を示しています。 

 

［お客様用］ 

  警 告 

異常時の処置 

煙が出たり、変な臭いがするなど異常が発生したときは、すぐに電源スイッチを

切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

修理は、お買い上げいただいた販売店もしくは販売会社へご依頼ください。 

そのまま使用すると、感電や火災の原因になります。 

分解･修理･ 

改造の禁止 

修理は、お買い上げいただいた販売店もしくは販売会社へご依頼ください。 

修理技術者以外の人が分解したり修理・改造を行うと感電や火災の原因に 

なります。 

電源 
１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ 以外は使用しないでください。 

それ以外の電源を使用すると感電や火災の原因になります。 

設置場所 

この製品は、屋外で使用しないでください。屋内用のため、水が侵入すると、 

感電や火災の原因になります。 

の選択 
浴室や水場など湿気の多い所で使用しないでください。感電や火災の原因に 

なります。 

アース線の 

確認 

製品のアース端子に、アース線が取り付けてあることを確認してください。 

アース線が付いていないと、故障や漏電のとき感電することがあります｡ 

アース線は、Ｄ種接地以上の工事を必要としますので、工事業者へご依頼 

ください。 

ヒューズ交換 

の禁止 

ヒューズの交換作業は、お買い上げいただいた販売店もしくは販売会社へ 

ご依頼ください。お客様が交換作業を行うと感電することがあります。 

点検・調整・ 

補修・清掃 

年に一回程度、お買い上げいただいた販売店もしくは販売会社へご依頼くだ 

さい。お客様による作業は、人身事故にいたることがあります。 
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２．概要 
TIME DATA CLOCK TDC-200 は、長波標準電波による正確な時刻情報を受信し、内蔵水晶時計の 
積算誤差を自動修正する標準時刻送出装置です。 

RS-232C および RS-422 インターフェイスによる時刻データ出力および、フォトカプラによる正時
信号出力や１Ｈｚ信号出力等により、各種パーソナルコンピュータとの接続や、その他幅広い分野の 

時刻の管理にご利用いただけます。 

 

３．特長 
■ 長波標準電波を定期的に受信することにより常に正確な時刻情報を出力します。 

■ 長波標準電波による時刻の自動修正を、毎時００分に行います。 

■ 内蔵水晶時計は、単独で誤差±０.７秒／週の高精度を実現しています。 

■ 電波修正の動作確認が前面パネルのキー操作により行うことができます。 

■ RS-232C および RS-422 インターフェイスにより、高精度の時刻データを送信します。 
■ フォトカプラにより、１Ｈｚ信号および正時信号を出力します。 

■ うるう秒や将来のサマータイムへの自動対応が可能です。 

 

４．システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．外観図 
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６．各部の名称と機能 
     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＬＥＤ表示部の表示内容を切り替えるときに使用します。 

表示部は、「年月日」／「時分秒」／「修正履歴」の３通りを表示します。 

 

 

「年月日」「時分秒」の手動による設定を行うときに使用します。 

 
「年月日」「時分秒」の手動による設定を行うときに使用します。 

点滅部の数値を変更します。 

 

手動による設定の内容を確定するときに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＦＲ Ｉ／Ｆ 別売の長波標準電波受信器（LFR-200R-10C）を接続するコネクタです。 

ＲＳ－４２２ シリアルの時刻データを出力するコネクタです。 

ＲＳ－２３２Ｃ シリアルの時刻データを出力するコネクタです。 

ＴＤＣ Ｉ／Ｆ １Ｈｚ信号、正時信号などを出力するコネクタです。 

電源スイッチ 本体の電源スイッチです。 

アース アース線を接続する端子です。                      

本機をご使用の際は必ずアース線を接続してください。 

ＴＤＣ－２００

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ

TDC I/FRS-232CRS-422LFR I/F 電源ｽｲｯﾁ

AC100V

POWER

SERIAL

RS-422 RS-232C TDCI／F

ON

OFF
LFR I／F

ｱｰｽ

年.／時

セットアップ切替 ダウン設定

月.／分 日.／秒
TDC- 200

 

Ｌ ＥＤ表示部 操作スイッ チ操作スイッ チ

前面操作パネル外観

背面外観

切替

年.／時 月.／分 日.／秒

時分秒表示 

年. ／ 時 月 . ／分 日.／秒

履歴表示 

年.／時 月.／分 日.／秒

年月日表示

※ドットが点灯

切替 切替

切替

設定

アップ ダウン

セット
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７．取扱手順 

 

［機器の接続］ 

  ・別売の長波標準電波受信器（ＬＦＲ－２００Ｒ－１０Ｃ）を屋外へ取り付けてください。 

  ・下図に従って機器の接続を行ってください。 

ＴＤＣ－２００

ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ

TDC I/FRS-232CRS-422 電源ｽｲｯﾁ

AC100V へ

POWER

SERIAL

ON

OFF

ｱｰｽ

お客様のシステムへ

付属のアース線を
使用してください

（別売）長標準電波受信器
ＬＦＲ－２００Ｒ－１０Ｃ
※必ずご使用ください。

 

～電波がうまく受信できないときの対処法～ 

アース線は？ 
本体背面のアース端子にアース棒が接続されているかどうか確認して下さい。

本体がアースに落とされていないと、電波の受信感度が悪くなることがあります。 

ケ ー ブ ル の  

配線は？ 

本体と受信器をつなぐケーブル及びアース線は、できるだけ他の配線と離して設置し

て下さい。特にＡＣケーブルのような電力線と束ねたり、電子機器に密着させたりし

ますと、電波の受信感度が悪くなることがあります。 

本 体 の 設 置 

場 所は？ 

本体を設置する場所は、出来るだけ他の電子機器から遠ざけて下さい。ラックに固定

する場合も、他の機器からの距離や、配線を考慮して適正な位置に固定するようにし

て下さい。 

受信器の設置 

場所は？ 

屋外の出来るだけ見晴らしのよい場所に設置して下さい。ビルの密集している場所や

山に囲まれている地域では、電波が充分に届かないことがあります。また、電気機器・

変電所・高架・工事現場・交通量の多い場所の近近傍は電波のイズが発生し、受信に

悪影響を及ぼします。 

電源スイッチを

入れ直してみる 

受信器は、ダイバシチアンテナの選択や、送信所の選択を自動で行っています。とこ

ろが、突発的な妨害電波や一時的な電波障害により、この選択がうまくいかないと効

果的になかなか電波が受信できなくなります。通常のご使用にあたっては、1 時間毎

にこの選択をしなおしますので、全く問題はありませんが、設置直後など早急に電波

の受信を確認したい場合などは、１０分経っても受信できない時は、電源スイッチを

入れ直すと効果がある場合があります。 

 

※ 受信器の取り付けや、機器の配線は、下記または、

別紙「電波がうまく受信できないときの対処法」

を参考に実施してください。 
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［基本操作］ 

 
本機をはじめてお使いになる場合、電源をＯＮすると、工場設定された時刻で動作を開始します。 

このとき、別売の長波標準電波受信器（LFR-200R-10C）が接続されていると、標準電波の 
受信を開始し、数分後には正確な時刻に自動的に合わせられます。 

 

  以下の手順に従って、操作を行ってください。 

① 本体の電源スイッチをＯＮしてください。→ 工場設定時刻が表示されます。 

１０秒ほど経ってから、 切替 を２度押してください。 

前面ＬＥＤが、右の表示になることを確認してください。  

② 

※ このとき、１０秒以上経っても、“Ｌ”の文字が表示されない場合、本機と受信器と

の接続に断線等の異常が考えられますので、接続・配線を確認し、「①」からやり直

してください。 

③ 
標準電波の自動受信中です。このまましばらく待ち、ＬＥＤ表示が変わるのを待ちます。

（最長１０分） 

しばらくすると、標準電波の受信結果によって、ＬＥＤの表示が以下のようになります。

④ 
受信に成功した場合 

 

受信に失敗した場合 

 

⑤ 

受信に成功した場合は、⑥ の項へ進みます。 

［受信に失敗した場合］ 

まず、本体背面のアース端子にアース線が接続されているかどうか確認してください。 

本体がアースに落とされていないと、電波の受信感度が悪くなることがあります。 

また、７ページ「電波がうまく受信できないときの対処法」および、１２ページ 

「８．長波標準電波受信器」をお読みください。 

なお、一過性の外来ノイズなどの影響により、受信に失敗することがありますので、

電源を切って、しばらく時間をおき、①からやり直すと受信できることがあります。

⑥ 

切替 を押し、「時・分・秒」と「年・月・日」が正しく受信できたか、確認してください。

※ 切替 スイッチの機能については、６ページをご参照ください。 

 

以上の操作・確認により、正常にご使用いただけます。 

年.／時 月.／分 日.／秒 年.／時 月.／分 日.／秒

年.／時 月.／分 日.／秒
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［前面ＬＥＤ表示の見方］ 

本機の前面ＬＥＤ表示は、年月日、時分秒、修正履歴（次ページ参照）のセグメント表示に加え、 

  ドット部の表示状態により、電波の受信状態についても簡易的に知ることができます。 

以下に、ドット部の表示についての一覧を記載いたします。 
 

 「年・月・日」表示 「時・分・秒」表示 

・はじめてご使用される場合 
・３日以上、標準電波の受信が

成功していない場合 
・手動による設定を行ってから標

準電波の受信が成功するまで

の間 

年.／時 月.／分 日.／秒

ドッ ト部点滅

 

年.／時 月.／分 日.／秒

ドッ ト部点滅

 

 

・３日以内に標準電波の受信が

成功している場合 年.／時 月.／分 日.／秒

ドッ ト部点灯

 

年.／時 月.／分 日.／秒

点滅・ 点灯なし

 

     ※ 「３日」とは、１時間単位での「７２時間」となります。 
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  ［修正履歴の確認］ 

 

      長波標準電波の受信による時刻修正の履歴（最後に修正したのはいつか）の確認方法には 

    以下の２通りの方法があります。 

 

       ・時刻データ出力による確認方法 

       ・前面パネルのＬＥＤ表示による確認方法 

 

 

  ■時刻データ出力による確認方法 

      時刻データ出力の文字列中の“Ｚ”部にて確認（Ｐ.１３を参照） 
 

 

  ■前面パネルのＬＥＤ表示による確認方法 

         切替 を押し、ＬＥＤ表示内容を履歴表示にすると、１時間ごとに行う長波標準電波による 

自動時刻修正の修正履歴を表示させることができます。 

          この機能により、長波標準電波の受信状態、時刻データのおおよその精度が確認できます。 

 

 

 

 

 

 

         左端の“Ｌ”は、受信器が接続されていることを意味し、右３桁の数字が、長波標準電波を 
連続で受信できなかった回数を表します。 

         “００２”であれば、２回連続で受信できていない（＝３回前に修正した）ことになります。 

受信に成功すると、この数値が“０００”にクリアされます。 

   ［注意事項］ 

         ※以下の場合はそれまでの履歴はクリアされ、修正履歴に“－－－”を表示します。 

               ・手動による時分秒設定や年月日設定を行ってから、最初の受信を行うまでの間 

               ・停電から復帰してから、最初の受信を行うまでの間 

               ・数値が“９９９”を越えた場合 

 

 

 

 

 
 

年.／時 月.／分 日.／秒

履歴表示
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  ［日付・時刻の手動設定］ 

 
本機は、お客様のシステムの検証に際して任意の時刻出力が必要な場合を想定し、日付と時刻の手動に 

よる設定機能を搭載しています。以下に、手動による日付と時刻の設定方法について説明します。 

 

   ■時･分･秒の手動設定 

① 切替 を押し、表示を「時分秒」表示に切り替えます。 

② 設定 を２秒間押すと、「時」の表示桁が点滅します。
 

③ 
アップ と ダウン で「時」を合わせ、 セット を押します。 

「時」の桁が確定し、次に「分」の表示桁が点滅します。 

④ 
アップ と ダウン で「時」を合わせ、 セット を押します。 

「分」の桁が確定し、次に「秒」の表示桁が“００”で点滅します。 

⑤ 
設定時刻になる瞬間（００秒）に合わせ、 セット を押します。 

「時･分･秒」が全て確定し、設定が終了します。 

 

   ■年月日の手動設定 

① 切替 を押し、表示を「年月日」表示に切り替えます。 

② 設定 を２秒間押すと、「年」の表示桁が点滅します。
 

③ 
アップ と ダウン で「年」を合わせ、 セット を押します。 

「年」の桁が確定し、次に「月」の表示桁が点滅します。 

④ 
アップ と ダウン で「月」を合わせ、 セット を押します。 

「月」の桁が確定し、次に「日」の表示桁が点滅します。 

⑤ 
アップ と ダウン で「日」を合わせ、 セット を押します。 

「年･月･日」が全て確定し、設定が終了します。 

 

※「時･分･秒」、「年･月･日」の設定は独立しており、互いに影響を与えません。 

※「時･分･秒」、「年･月･日」の設定中も、各出力信号は有効です。ただし、設定が完了するまでは設定

前のデータを出力します。 

※「時･分･秒」、「年･月･日」の設定を行うと、修正履歴はクリアされます。 

※「時･分･秒」、「年･月･日」の設定中（点滅中）に設定を中止する場合は、 切替 を押してください。

設定は無効となり、通常の表示に戻ります。 
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８．長波標準電波受信器 

  ■標準電波とは？ 

    総務省が運用しており、高精度の時刻情報およびカレンダー情報が入った電波です。 

    本製品は、長波標準電波による日本標準時を定期的に受信して内蔵時計の誤差を修正することにより、 

    常に安定した時刻データを供給しています。 

    長波標準電波は、国内の次の２カ所から送信されております。 

      ①福島県南部の大鷹鳥谷（おおたかどや）山にある送信所  周波数４０ｋＨｚ 

      ②福岡県と佐賀県の県境にある羽金（はがね）山にある送信所  周波数６０ｋＨｚ 

    本製品の長波標準電波受信器は、上記２つの電波のうち、条件の良い電波を自動選択し、受信します。 

    また、無指向性アンテナを採用しておりますので、アンテナの方向を合わせる必要がありません。 

 

 

 

 

 

  ■電波受信可能範囲は？ 

     送信所から約１０００ｋｍの範囲です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■設置場所に関する注意は？ 

     標準電波の受信は１時間ごとに自動で行っていますが、受信可能な範囲であっても、天候、時間帯、 

     地形や建物の影響などにより正常に受信できない場合があります。 

     また、設置場所の周囲から発生する電波ノイズの影響により、受信が妨害されることがあります。 

     （電気機器・変電所・高架・工事現場・交通量の多い場所 ････などの近傍はなるべく避ける） 

      
    このような電波の受信不良が頻繁に発生する場合は、長波標準電波受信器の設置場所や配線経路を変更 
するなどの対策を行ってください。 

 

  ■仕様 

        ○ 受信時刻           毎時００分から受信開始（最短３分、タイムアウト１０分） 

                              また、電源投入時、停電復帰時にも受信 

        ○ 修正精度           １００ｍｓ以下 

        ○ 受信周波数         ４０ｋＨｚ，６０ｋＨｚ自動切り替え 

        ○ 受信感度           ５０ｄＢμＶ／ｍ以下 

        ○ アンテナ指向性     無指向性 

送信所(40kHz)

送信所(60kHz)

1000km範囲

おおたかどや山

はがね山

長波標準電波の詳細については、独立行政法人情報通信研究機構のホームページをご参照ください。

ホームページアドレス h t t p : / / j j y . n i c t . g o . j p /  
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９．時刻データ出力（ＲＳ－２３２Ｃ／ＲＳ－４２２） 
 

［フォーマット］ 

        転送速度          9600 bps（調歩同期式） 
        ビット構成        データ ７bit、バリティ１bit（偶数）、ストップビット１bit 
        文字コード        ASCII 
        文字列（長）      STX“YYMMDDhhmmssWLSXZ”ETX（19 ﾊﾞｲﾄ固定） 
                                                                   ※(STX=02h，ETX=03h) 
 

YY ：西暦（下２桁）のデータ 
MM ：月のデータ 
DD ：日のデータ 
hh ：時のデータ（24時制） 

mm ：分のデータ 
ss ：秒のデータ 
W ：曜日のデータ 
 “0”（30h）･･･日曜日 
 “1”（31h）･･･月曜日 
 “2”（32h）･･･火曜日 
 “3”（33h）･･･水曜日 
 “4”（34h）･･･木曜日 
 “5”（35h）･･･金曜日 
 “6”（36h）･･･土曜日 
L ：うるう秒情報のデータ 
 “0”（30h）･･･1ヶ月以内にうるう秒なし 
 “2”（32h）･･･1ヶ月以内に負のうるう秒（削除）あり 
 “3”（33h）･･･1ヶ月以内に正のうるう秒（挿入）あり 

S ：ｻﾏｰﾀｲﾑ情報のデータ 
 “0”（30h）･･･6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑへの変更なし 
 “1”（31h）･･･ｻﾏｰﾀｲﾑ実施中 
 “2”（32h）･･･6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑへの変更あり 
 “3”（33h）･･･6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑ終了 

X ：時刻情報源のデータ 
 “0”（30h）･･･手動による時刻入力（長波標準電波未受信） 
 “2”（32h）･･･長波標準電波による修正実施済 

Z ：修正履歴のデータ（Xが“0”のとき、Z=“0”） 
 “0”（30h）･･･７日以上前に長波標準電波による修正実施 

 “1”（31h）･･･1日～７日の間に長波標準電波による修正実施 
 “2”（32h）･･･1時間～１日の間に長波標準電波による修正実施 
 “3”（33h）･･･1時間以内に長波標準電波による修正実施 

 例）STX“01122915420560021”ETX  ･････ ASCII 
   （02h,30h,31h,31h,32h,32h,39h,31h,35h,34h,32h,30h,35h,36h,30h,30h,32h,31h,03h）･･･ HEX 
    が、送出された場合は 

   『 01年 12月 29日 15時 42分 05秒／土曜日／1 ｹ月以内にうるう秒なし／ 
    6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑへの変更なし／長波標準電波による修正を／1日～７日の間に実施した 』 

    という意味になります。 
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［出力タイミング］ 

          毎秒出力 

          先送り後端同期（ETXのストップビットが秒の立ち上がりに同期する） 

 

              

1 1 0 0 0 0 0 0 

秒切替わり 

ETX 

時刻データ 
STX"＊125940＊" 

12:59:40 

12:59:39 12:59:40 

 

 

 

     時刻データは通常１秒間隔で送出されますが、内部時計に積算された誤差が修正される時（長波 

     標準電波による時刻修正時）には、内部時計の秒間隔が修正されるのに伴って時刻データ出力の間 

     隔も変動します。 

 

 

通常時 

1000ms 

時刻 
データ 

1000ms 

１秒より 
長くなる場合 

1000ms 以上 

時刻 
データ 

1000ms 

１秒より 
短くなる場合 

1000ms 以内 

時刻 
データ 

1000ms 

長波標準電波により 
修正された瞬間 

長波標準電波により 
修正された瞬間  

  ※ 送出される時刻データは、通常、連続性を持ちますが、内部時計が日本標準時に対して 1000ms以上の 
     誤差を持った状態で、長波標準電波による時刻修正を行った場合、連続性が無くなることがあります。 

       例）設置時、手動による時刻合わせにより、1000ms以上の誤差が生じた。 
           長波標準電波が１週間以上受信できなかったため、1000ms以上の誤差が生じた。 
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１０．ＴＤＣ Ｉ／Ｆ 
 

［出力信号］ 

        ■ １Ｈｚ信号          常時、１Ｈｚ（500ms ﾊﾟﾙｽ）の出力を行います。 
        ■ 毎正時信号          毎正時に 3s ﾊﾟﾙｽの出力を行います。 
        ■ ｻﾏｰﾀｲﾑ 1 信号        長波標準電波の SU1 ﾋﾞｯﾄの出力を行います。 

        ■ ｻﾏｰﾀｲﾑ 2 信号        長波標準電波の SU2 ﾋﾞｯﾄの出力を行います。 

        ■ うるう秒信号        長波標準電波の LS1 ﾋﾞｯﾄの出力を行います。 

 

 

 

 

 

［出力回路］ 

        出力信号は、全てフォトカプラによるペア出力です。 

         

 

TDC-200 外部機器(接続例)

5V

出力フォトカプラ

IF=10mA

5V

1K出力信号

同信号ＣＯＭ

 
 

 

 

［出力タイミング］ 

        ■ １Ｈｚ信号 

500ms 500ms

ON OFF

N秒 N+1 秒

 

                         ※ ON／OFF は出力フォトカプラの状態を示します。 
 
        ■ 毎正時信号 

3 s

ON OFF

00 秒

OFF

00分 00 秒03分

 
 

 

 

長波標準電波の詳細については、独立行政法人情報通信研究機構のホームページをご参照ください。 
ホームページアドレス h t t p : / / j j y . n i c t . g o . j p /  
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        ■ ｻﾏｰﾀｲﾑ 1、ｻﾏｰﾀｲﾑ 2 信号 

             ｻﾏｰﾀｲﾑ 1、ｻﾏｰﾀｲﾑ 2 信号は 2つの信号の組み合わせにより、ｻﾏｰﾀｲﾑ情報としての意味を 
             持ちます。 

             本信号の状態および出力タイミングは、長波標準電波に依存します。 

             （ ｻﾏｰﾀｲﾑ 1は SU1、ｻﾏｰﾀｲﾑ 2は SU2 ﾋﾞｯﾄに相当します。） 
             

ｻﾏｰﾀｲﾑ 1 ｻﾏｰﾀｲﾑ 2 ｻﾏｰﾀｲﾑ情報 
時刻データ出力の S 
（p.13参照） 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

OFF 
出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

OFF 
6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑへの
変更なし 

“0” 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ON 
出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

OFF 
6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑへの
変更あり 

“2” 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

OFF 
出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ON 
ｻﾏｰﾀｲﾑ 実施中 “1” 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ON 
出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ON 
6日以内にｻﾏｰﾀｲﾑ終了 “3” 

 

 

        ■ うるう秒 信号 

             本信号はうるう秒情報を示します。 

             本信号の状態および出力タイミングは、長波標準電波に依存します。 

             （ うるう秒 LS1 ﾋﾞｯﾄに相当します。） 
             

うるう秒 ｻﾏｰﾀｲﾑ情報 時刻データ出力のＬ 
（p.13参照） 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

ON 
1 ｹ月以内にうるう秒
の調整あり 

“2” または“3” 

出力 ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ 

OFF 

1 ｹ月以内にうるう秒
の調整なし 

“0” 
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１１．コネクタ 
 

［ＲＳ－２３２Ｃ］ 

    Ｄ-ＳＵＢ ９ｐｉｎ オス 

ｐｉｎ 信 号 名 方向 備 考 

３ ＴＸＤ 出 送信データ 

５ ＳＧ － 信号用接地 

        注：勘合部はインチネジ 

４pin－６pin 間および７pin－８pin 間は本機内部でショート 

                     

1 2 3 4 5

6 7 8 9

 

                    ピン配置（本体背面図） 

 

［ＲＳ－４２２］ 

    Ｄ-ＳＵＢ １５ｐｉｎ メス 

ｐｉｎ 信 号 名 方向 備  考 

２ ＴＸ＋ 出 送信データ（＋）： 無信号時､ＴＸ－に対し、高電位 

８ ＳＧ － 信号用接地 

９ ＴＸ－ 出 送信データ（－） 

        注：勘合部はミリネジ 

              

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10 1514131211

 

                    ピン配置（本体背面図） 

 

 

［ＴＤＣ  Ｉ／Ｆ］ 

    アンフェノール １４ｐｉｎ  メス 

ｐｉｎ 信号名 方向  ｐｉｎ 信号名 方向 

1 未使用 － 8 未使用 － 

2 １Ｈｚ 出  9 同左ＣＯＭ 出 

3 正時信号１ 出  10 同左ＣＯＭ 出 

4 ｻﾏｰﾀｲﾑ１ 出  11 同左ＣＯＭ 出 

5 ｻﾏｰﾀｲﾑ２ 出  12 同左ＣＯＭ 出 

6 うるう秒 出  13 同左ＣＯＭ 出 

7 正時信号２ 出  14 同左ＣＯＭ 出 

                   
812 11 10 91314

15 4 3 267

 
                     ピン配置（本体背面図） 
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［ＬＦＲ Ｉ／Ｆ］ 

    丸形嵌合コネクタ ８ｐｉｎ  メス 

ｐｉｎ 信号名 方向  ｐｉｎ 信号名 方向

1 電源(＋４Ｖ) 出 5 Ｔｘ(＋) 出 

2 Ｒｘ(＋) 入  6 Ｔｘ(－) 出 

3 Ｒｘ(－) 入  7 未使用 － 

4 ＧＮＤ －  8 未使用 － 

    コネクタ型番：Ｒ０３－Ｒ８Ｆ（多治見） 

    適合ソケット：Ｒ０３－ＰＢ８Ｍ（多治見） 

 

 

 

       ※本コネクタは、別売の長波標準電波受信器（ＬＦＲ－２００Ｒ－１０Ｃ）との接続に使用します。 

       ※インターフェイスの電気的仕様は、ＲＳ－４２２に準じます。 

 

1

2

3
4

5

6

7

8

ピン配置（本体背面図）



I-5485-6 19

 

１２．仕様 
 【ＴＤＣ－２００本体】 

内 蔵 水 晶 精 度 平均週差 ±０.７秒（＋５～＋３５℃） 

積 算 誤 差 ※１ 
最大 ±９０ｍｓ  

     ±３５０ｍｓ 

（＋２５℃） 

（０～＋５０℃） 

表 示 ７セグメント緑色ＬＥＤによる、６桁表示 

時 刻 設 定 前面パネルからのキー入力 

時 計 部 

時 刻 修 正 長波標準電波受信器接続時、毎時０分～１０分に実施 

通 信 方 式 調歩同期式（非同期式） 

通 信 速 度 ９６００ｂｐｓ 

ビット構成 ﾃﾞｰﾀ 7，ﾊﾟﾘﾃｨ 偶数，ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1 

タイミング 後端同期,毎秒出力 

時 刻 デ ー タ 出 力 

ＲＳ－２３２Ｃ 

（D-SUB 9 pin） 

及び 

ＲＳ－４２２ 

（D-SUB 15 pin） 精  度 ※２ ±１００ｍｓ 

毎正時信号出力   ×２ 出 力 条 件
内蔵時計の毎正時に出力 

パルス幅 ３ｓ 

１Ｈｚ信号出力   ×１ 出 力 条 件
毎秒出力 

パルス幅 ５００ｍｓ 

ｻﾏｰﾀｲﾑ１信号出力  ×１

ｻﾏｰﾀｲﾑ２信号出力  ×１
出 力 条 件 別項参照 

Ｔ Ｄ Ｃ  Ｉ ／ Ｆ 

（ﾌｫﾄｶﾌﾟﾗ出力） 

（ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ 14pin） 

うるう秒信号出力  ×１ 出 力 条 件
１ヶ月以内にうるう調整がある 

場合に出力 

出 力 

ＬＦＲ Ｉ／Ｆ  別売の長波標準電波受信器（ＬＦＲ－２００Ｒ－１０Ｃ）を接続 

入 力 電 源 ＡＣ１００Ｖ（±１０％） ５０／６０Ｈｚ 

消 費 電 力 約３．５Ｗ 

動作温度範囲 ０℃ ～ ＋５０℃ 

停 電 補 償 ７年以上（無通電累積時間、内部時刻のみ補償。前面表示部､各入出力信号は無効） 

外 形 寸 法 Ｗ４００×Ｄ２１０×Ｈ４３.５（突起部除く）  単位：ｍｍ 

外 装 仕 上 鋼板  塗装（パールグレー色） 構 造 

質 量 約３.１Ｋｇ（本体＋ＡＣコード） 

Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ＲＳ－２３２Ｃクロスケーブル（９pin－９pin）－１本（約１.８ｍ） 

Ｒ Ｓ － ４ ２ ２ Ｄ－ＳＵＢ １５ピンコネクタ   －１ヶ 付 属 品 

Ｔ Ｄ Ｃ  Ｉ ／ Ｆ アンフェノール１４ピンコネクタ－１個 

予 備 品 ヒ ュ ー ズ １Ａ  ２個 

※１．水晶単体の精度による誤差であり、１日１回しか電波修正を行わなかった場合の値。 

      電波修正直後を０とし、その後時間経過と共に増加します。 

※２．長波標準電波による修正直後の値。時間経過と共に水晶の積算誤差が加算されます。 

       （出力信号の精度＝時報検出精度＋水晶の積算誤差） 

 

 別売【長波標準電波受信器 ＬＦＲ－２００Ｒ－１０Ｃ】 

受 信 周 波 数 ４０ＫＨｚ／６０ＫＨｚ（自動切替） 

受 信 感 度 ※３ ５０ｄＢμＶ／ｍ 以下 
長波標準電波 

受 信 部 

修 正 精 度 ※４  ±１００ｍｓ 

動作温度範囲 －２０℃ ～ ＋６０℃  防雨型 

外 形 寸 法 Ｗ１４２×Ｄ１１０×Ｈ６７   単位：ｍｍ 

ケ ー ブ ル 長 約１０ｍ 構 造 

質 量 約４２０ｇ （本体のみ） 

※３．長波標準電波受信に最低限必要な電界強度であり、表中の検出精度（±100ms）を保証するものではありません。 

※４．周囲の電波環境によっては、若干悪くなることがあります。 




